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菅原計教授、中村久人教授の退任記念号に寄せて 
 
 経営論集第 83 号は菅原計教授と中村久人教授の退任記念号としてお届けする運びとな
りました。編集委員長（学部長）として、これまでの経営学部の学術研究の発展に対する
功績を感謝するとともに、新たな人生への門出を祝して、各先生のご略歴や思い出を紹介
することで、巻頭言とさせて頂きたいと思います。なお別のページに各教員の職歴や業績
の一覧がございますので、そちらも合わせてお読みくだされば幸いです。以下、五十音順
に紹介させて頂きます。 
 菅原計教授は、1968年3月中央大学商学部を卒業後、同大学大学院商学研究科修士課程
を経て、1974年3月博士課程を単位取得退学されましたが、その前年の1973年より、す
でに暁星商業短期大学講師を務めておられました。その後、同大学助教授から北海学園北
見大学助教授を経て、1982 年に東洋大学に専任講師として奉職されて以来、32 年間の長
きに渡り、助教授、教授として「税務会計論」の授業を担当されておられます。また菅原
教授は、日本会計研究学会をはじめとする主要な会計関連の学会に所属されているうえ、
アメリカの会計学会や租税学会にも所属され、一貫して税務会計を中心とした研究をされ
てきました。主要な業績を数えても、著書3冊（改訂版を含む）、論文56本がすべて単著
でございます。また1996年中央大学にて博士（会計学）の学位を取得されておりますし、
2001年には税理士資格を取得されております。東洋大学経営論集にも多くの投稿論文を寄
稿していただき、税務会計認識論、測定論を含む会計分野の学術研究を大いに深化発展さ
せることができました。また大学院教育にも尽力されてきたことは計り知れない恩恵を受
け取っております。私が大学に就職した時、菅原教授は空手ができるとの噂を聞き、そし
て、のっしのっしと安定性ある歩く姿に武道家の片鱗が見え、なんだか近寄りがたく声を
かけられなかった記憶があります。しかし、一度話してみると気さくな方でありました。
退職後も大学に来られる機会があれば、お声をかけてください。長年のご功労に教員一同
感謝いたします。 
 中村久人教授は 1967 年 3 月東洋大学経済学部を卒業された後、早稲田大学大学院商学
研究科修士課程を修了されました。7年間の会社勤務の後、1979年より富士短期大学経営
学科にて講師、助教授を、1987年から東北学院大学経済学部商学科に移られ、助教授、教
授として教鞭をとられました。その後、1995年より東洋大学経営学部に奉職され、現在ま
で20年近くにわたり経営学科の教授として「国際経営論」の授業を担当されております。
また教授は、単著または分担執筆を合わせて、著書20冊、翻訳書6冊、論文71本の研究
業績を残されております。東洋大学経営論集にも多くの投稿論文を寄稿していただき、多
国籍企業論・国際経営論分野の学術研究を大いに深化発展させることができました。感謝
いたします。教授はどこまでも国際経営論の研究に情熱を燃やし続け、最終的に東洋大学
にて博士（経営学）の学位を取得されました。ほんの時折見せる厳しさとともに、いつも
温かい人柄で学生のみならず我々教員を包んでくださいました。私は教授のその研究熱心
なところと温かい人柄が印象的に感じております。これまでのご貢献を感謝いたします。 
 なお、マーケティング学科所属の疋田聰教授は、ご都合により本年度をもって早期退職
されることになりました。ここに記して、これまでの学部・大学への多大なる貢献を教員
一同感謝いたします。 
 
    2014年3月15日 
経営学部長 旭   貴 朗 
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